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　　　　　　　　　　　　　　　　　礼拝プログラム　※主の導きにより変わる事があります

黙祷　･･･････････････････ 御言葉に耳を傾け、心を主に向けましょう。 

*賛美　･･････････････････ 　５０２番

*交読文　････････････････ 　３６番

*使徒信条　････････････・ 会衆一同

*頌栄　･･････････････････ 　１番

礼拝のための祈り　･･･････ 川合ゆきえ姉妹

賛美　･･･････････････････ 　４６３番

メッセージ　･･････････････ アダム - 人 - の成り立ち (創世記 2:7-9)

御言葉を適用する祈り　･･ 会衆一同

賛美　･･････････････････・ 　４５１番

献金感謝の祈り　････････ パスター

報告と歓迎　･････････････

*主の祈り　･･････････････ 会衆一同

*祝祷　･･････････････････ パスター

祈祷課題

・この教会が神の御声を聞いて御心を行う教会となるように

・病、貧しさ、悲しみの内にある兄弟姉妹のために

・兄弟姉妹達がキリストの香りを豊かに世に放ち、仕事、事業が祝福されるように

・主に忠実で御霊に満ちた奉仕者が 70 名与えられるように

・終末の災いに実際に直面している兄弟姉妹の守りのために

祝福の御言葉（下線にご自身のお名前を入れて宣言して下さい）

聖書に「最初の人アダムは生きたものとなった」と書いてあるとおりである。しかし

最後のアダムは命を与える霊となった。最初にあったのは、霊のものではなく肉

のものであって、その後に霊のものが来るのである。

第一の人は地から出て土に属し、第二の人は天から来る。この土に属する人に、

土に属している人々は等しく、この天に属する人に、天に属している人々は等し

いのである。すなわち、＿＿＿は、土に属している形をとっているのと同様に、ま

た天に属している形をとるであろう。（１コリント 15:45-49）

「やみの中から光が照りいでよ」と仰せになった神は、キリストの顔に輝く神の栄

光の知識を明らかにするために、＿＿＿の心を照して下さったのである。しかし

＿＿＿は、この宝を土の器の中に持っている。その測り知れない力は神のもの

であって、＿＿＿から出たものでないことが、現れるためである。(２コリント 4:6-7)

メッセージ概要

「人」はヘブル語で「アダム」と発音し、人類最初の人の個人名も、そして、人類自体を言う時も、同じアダ

ムという言葉で表す。この、アダムの成り立ちを見る時、人類全体の成り立ちをも、知る事が出来る。

『主なる神は「土（アダマ）」のちりで人を形造り、「命（カイ）」の「息（ネシャマ：霊、風）」をその鼻に吹きいれ

られた。そこで「人（アダム）」は「生きた（カイ）」「者（ネフェシュ：たましい）」となった。』（創世記 2:7）

つまり、人間の元々の成り立ちは、陶器師の手で形作られた器のように、土を素材として神の御手によっ

て形作られた「体」と、神の息を素材とし吹きこまれた「霊」と、神の息が吹き込まれた結果生成した「たまし

い」の、3要素から成っている事が分かる。体と霊と魂、それが、人間の構成要素である。

それ故、人類は、土を元に体を形作って下さった神から、そして、いのちの息を吹き込んで下さった、霊の

大元であられる神から離れて生きる存在ではない。現在、神を知らない人たちが神から離れて歩んでいる

有り様は、あたかも、人格の死んだゾンビが、目的もなく、ただ欲求の赴くままに破壊活動したり、互いを喰

い合ったりしているようなものである。（何故そうなってしまったのかは後述）

神に由来するものは「いのち  （  カイ  ：命、生の、新鮮な、力強い）」である。土のちりを由来とする「人」に、神

由来のいのちの息が吹き込まれると、それは、活発で、新鮮な、いのちの活動をするようになるのだ。

『主なる神は、見て美しく、食べるに良いすべての木を土からはえさせ、更に園の中央に「  命（カイ）」の木  と  、

善悪を知る木  とをはえさせられた。・・・主なる神は人（アダム）を連れて行ってエデンの園に置き、これを耕

させ、これを守らせられた。』(創世記 2:9,15)

主なる神は、人が働き生活するべき領域である「園」に、アダムを置き、彼にそこを耕し、守り、管理させた

のと同様に、私達も、主が置いて下さった場を、正しく守り、管理するように定められている。

そして、主が置いて下さった私達の働きの場、私達の生活ステージの中央には、２種類の木がある。

すなわち、神が由来である「命の木」と、神から離れ自立して生きる「善悪を知る木」の二つが。

人類なら誰しも必ず通らざるを得ない「二者択一」がある。すなわち、  いのちの木を取るか、それとも善悪

の知識の木を取るか。それは、人類創造以降、全ての人が避けて通れない究極の二択である。

究極の二択というと、「善か悪か」と思われやすいが、そうではない。  聖書が提示する究極の二択とは、神

由来のいのちにあって生きるか、それとも、神から独立し自分で善悪判断して生きるかだ。

神である主は、人（アダム）に、一つのルールを授けられた。

「あなたは園のどの木からでも心のままに取って食べてよろしい。しかし善悪を知る木からは取って食べて

はならない。それを取って食べると、きっと死ぬであろう。」(創世記 2:16-17)

神は、善悪の知識の木から食べる事を、禁じられた。それを食べるその時、必ず死ぬためだ。

結果的にアダムはそれを食べたが、その瞬間に心臓が止まって死んだわけではなく、相変わらず生き続

けていた。では、神はウソの脅しをしていたのか？そうではない。人はその時、確かに、死んだのだ。

何が死んだのか？それは、神のいのちの息である「霊」が、である。

神を認知し神と交わりをする器官である「霊」が死んだ人間は、神を離れ、ちりである「体」と、霊が吹き込ま

れた時の名残である「魂」とをやりくりし、自分で善悪判断をしながら生きていかなくてはならなくなった。

それ故、人は、ゾンビのごとく、目的もなくただ欲求の赴くまま破壊したり、喰い合ったりしているのである。

以上のように、人（アダム）の組成は、元々土のちりであるが、人は元々、この土の器に計り知れない宝を、

すなわち、神の息であるいのちの霊を入れる存在として、創られていたのである。

そして、人の生活ステージには、二つの選択肢が置かれている。いのちを選ぶか、善悪判断を選ぶか。

善悪の木にしがみつき、ぶら下がって生きる生き方は、呪い以外の何物でもなく、やがてちりに帰るのみ

である。しかし、自分で善悪判断する事を捨て去り、いのちなる神に従って生きる時、この土の器の中に、

全能なる神由来の、新鮮で力強い、永遠のいのちのともしびが灯るのである。

新鮮な、力強い、いのちの木。それは、イエス・キリストの十字架以外の何物であろうか。私達は最初のア

ダムとしての生き方は十字架につけ、第二のアダムであるキリストにあって生きるのである。(１コリ 15:45)

http://voh.plala.jp/


お祈りしていただきたい事がありましたら、以下にお書きの上、教会へお持ち下さい。

集会案内

各礼拝はインターネットでライブ中継しております　→　http://ustre.am/Ydeh  (Y は大文字)

日曜礼拝

1部礼拝（韓国語通訳有）10:30
食事/フェローシップ　       　12:00～
2部礼拝                         　14:00
聖書の学び会（箴言）          15:00

金曜徹夜祈祷会                21:00～

日々の集会

　　月～金　早天祈祷会　　　　　　5:00～
　　火・木・金　賛美と祈りの集会 13:00～
　　火～木　夜の祈祷会　　　　　  19:30～
水曜集会

　1部                                   　13:00～
　2部                                   　19:30～

アクセス

横浜市営地下鉄・伊勢佐木長者町駅

6 番 B 出口を出てまっすぐ徒歩 5分
JR・関内駅より徒歩 10分
京急線・日ノ出町駅より徒歩 10分

関内駅から伸びる大通公園沿い、

伊勢佐木警察署の向かい対角線上にあり、

1F がファミリーマートになっております。
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横浜天声キリスト教会
礼拝　週報

〒231-0058　　　　　　　　　　パスター：　林和也
　神奈川県横浜市中区弥生町 2-17　ストークタワー大通公園Ⅰ-201
TEL/FAX：　045-326-6211
Homepage：　http://voh.plala.jp/
email：　ephes_03-tensei＠ yahoo.co.jp モバイルサイト

聖書メッセージを携帯で
聖書メッセージをメールで

毎日携帯にお届けします。

左記コードを読み込み、

空メールを送信するだけ！

http://ustre.am/Ydeh

